
開催日時：

開催場所： ソニックシティ　602会議室

講   演1: 「腎臓病患者の関連薬剤について」

講   演2: 「慢性腎臓病（CKD)診療のポイント-糖尿病性腎症を中心に-」

総合評点

3.5

(4件尺度)

アンケート
意見あり
（枚）

大宮 20

川口 1

獨協 3

国際 5

川越 0

深谷 2

小川 8

秩父 1

合計 40

郵送されたポ
スター

メール HP メルマガ その他

41 18 30 9 9

2.メールマガジンを知っているか

知っている 無回答

89 9

登録済み

19

3.性別と年代

男 女 無回答

60 89 4

20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

73 35 25 11 5 4

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

自治医科大学附属さいたま医療センター　

腎臓内科　教授　森下　義幸　先生

100%

6

1. 本研修会の開催をどこで知ったか

送信されたFAX

46

55

5 83%

100

知らない

20

100%

162

17

25

9

第291回病院薬学研修会参加者アンケート集計結果

73

アンケート回収率

2018年9月20日(木）　19：00～20：45

70 95%

アンケート提出数研修者数

扶桑薬品工業(株）東京第二支店　広瀬　霞　先生

20

34

80%

153

登録していない 無回答

10

17

10 100%

100%

2

20

4. 講演テーマについて

94%

2

100%

9

20



4 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 50 19 0 0 1 3.7

川口 3 2 0 0 0 3.6

獨協 7 11 0 0 2 3.4

国際 8 11 0 0 1 3.4

川越 3 7 0 0 0 3.3

深谷 2 7 0 0 0 3.2

小川 11 6 0 0 0 3.6

秩父 1 1 0 0 0 3.5

合計 85 64 0 0 4 3.5

5.講演内容について

5 よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 43 25 0 0 2 3.6

川口 3 2 0 0 0 3.6

獨協 10 10 0 0 0 3.5

国際 3 17 0 0 0 3.2

川越 2 8 0 0 0 3.2

深谷 3 6 0 0 0 3.3

小川 9 7 0 0 1 3.6

秩父 2 0 0 0 0 4

合計 75 75 1 0 3 3.5

6 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

大宮 41 26 2 0 1 3.6

川口 2 2 1 0 0 3.2

獨協 10 10 0 0 0 3.5

国際 5 15 0 0 0 3.3

川越 1 9 0 0 0 3.1

6.本研修会の印象について

55%

42%

0% 0% 3%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

49%

49%

0%
0% 2%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答



深谷 3 6 0 0 0 3.3

小川 10 7 0 0 0 3.6

秩父 2 0 0 0 0 4

合計 74 75 3 0 1 3.5

7 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

大宮 42 27 0 0 1 3.7

川口 3 2 0 0 0 3.6

獨協 10 10 0 0 0 3.5

国際 5 15 0 0 0 3.3

川越 1 9 0 0 0 3.1

深谷 2 7 0 0 0 3.2

小川 9 8 0 0 0 3.5

秩父 1 1 0 0 0 3.5

合計 73 79 0 0 1 3.4

8.今後取り上げてほしいテーマ

小児科領域 1

妊婦授乳婦関連 1

慢性心不全 1

心臓系 2

脳血管障害 1

心サルコイドーシス 1

感染症治療 2

腎障害患者 1

CKD患者の薬剤の量について 1

高脂血症 1

CHDFにおける薬物治療 1

7.本研修会で学び今後の業務に役立つか

意見の記載(40枚)

48%

51%

0%0% 1%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答

48%

49%

2% 0% 1%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答



血液透析 1

腹膜透析 1

緩和 1

再生医療 1

救急 1

集中治療に関する薬剤師の関わりについて 1

検査値の読み方 1

褥瘡 1

高齢者の薬物治療について 1

高齢者におけるポリファーマシー 1

ポリファーマシー 2

オピオイドスイッチング 1

吸入薬 1

抗真菌薬 1

抗菌薬の使い分け 1

抗がん剤 1

漢方 1

外傷に伴うけいれん予防薬の使用法 1

薬局薬剤師が患者さんの血中濃度をすばやく知る方法 1

9.本研修会で気づいたこと、感想、質問

＜大宮＞ 2

生理学からより詳しく学ぶことができた 1

薬剤とCKDの関連性が分かりやすかった 1

もう少し大きい会場がよい 1

＜川口＞ 1

＜獨協＞ 1

1

1

＜国際＞ 1

1

<小川＞ スライドのプリントが欲しかった 1

音とスライドがずれていたので分かりにくかった 1

終了時間が遅い 1

eGFRが30くらいの高齢者の方がヘリコバクターピロリ除菌を行う
場合、治療を行うのに抗生剤の用量等をどう行ったらよいか教え
てほしい

1

とても分かりやすかったとても分かりやすかった

1

内容は簡潔でとても分かりやすかった

とても分かりやすく勉強になった

ハンドアウトが欲しかった

スライドのプリントが欲しかった

音声が途切れた時があった

当院ではHD患者が多いため、エリスロポエチン製剤について勉強
になった

資料が欲しかった


